
日当たりのよい河原や砂地に生育する多年草。根茎は太く、茎は長さ30-70cmになり、長毛が生え、葉を

互生する。葉は羽状複葉。小葉は15-29個で、倒披針形、長さは2-5cmになる、茎の先は分枝した花序にな

り、多数の花をつける。花は6-8月に咲き、黄色で、径10-15mm。

西播磨ではシカの採食による影響で減少し、現存を確
認できるのは千種川の1ヶ所のみとなった。2020年版で

CランクからBランクに変更した。

河川改修時の配慮とシカの採食による影響の抑制が重
要である。

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、尼崎市、西宮市、宝塚市、加古川市、姫路市、赤穂
市、たつの市、淡路市

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

バラ科

兵庫県ランク…カワラサイコ
環境省ランク… －Potentilla  chinensis  Ser.


